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第1章では、平均値、最大値、最小値といった指標をExcelで求める方法を学習しま

す。さらに、データの“ばらつき”を調べる分散や標準偏差、偏差値を算出する方法も

解説します。いずれも統計の基礎となる内容ですので、その処理方法を確実に習得する

ようにしてください。

1.1 平均値、最大値、最小値

まずは、普段の生活でも馴染みが深い平均値、最大値、最小値をExcelで求める方法

を紹介します。以下は、3年1組のテストの成績をまとめた表です。ただし、この表を

漠然と眺めていても全体的な傾向は把握できません。このような場合は、平均値、最大

値、最小値を求めるとデータの全体像が少し見えてきます。

図1-1 3年1組のテストの成績

平均値の計算式

本書を手にしている皆さんは、あらためて説明しなくても平均値の算出方法を知って

いると思います。念のため平均値を求める計算式を示しておくと、以下のようになりま

す。

（数式1-a）

また、最大値は全データの中で最も値が大きい数値、最小値は全データの中で最も値

が小さい数値となります。これらも、あえて詳しく説明する必要はないでしょう。

Excel で平均値を求める（AVERAGE）

Excelには、平均値を求める関数「AVERAGE」が用意されています。このため、（数

式1-a）に示した数式を入力しなくても平均値を算出できます。

◆平均値を求める関数「AVERAGE」の書式

この関数を利用して平均値を求める場合は、次ページのように操作を行います。

=AVERAGE(セル範囲)

1.1.2

1.1.1
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①表に平均値を求めるセルを用意し、カーソルを移動します。

② [数式]タブを選択します。続いて、[オートSUM]の▼をクリックし、[平均]を選択しま

す。

③ 平均を求める関数「AVERAGE」が入力され、平均を求めるセル範囲が点線で示さ

れます。今回の例ではセル範囲を訂正する必要がないため、そのまま[Enter]キーを

押します。

④算出された平均値が表示されます。

（⇒）AP-02「関数の利用」 （⇒）AP-03「セル範囲の指定」

カーソルを移動

[数式]タブを選択

クリック これを選択

セル範囲を確認し、
［Enter]キーを押す

算出された平均値
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⑤平均値を求めるセルが横（または縦）に並んでいる場合は、オートフィルを利用して関

数をコピーすると、そのつど関数を入力する手間が省けます。

⑥オートフィルで関数をコピーしたあとは、書式の引き継ぎの有無を「オートフィルオ

プション」で指定します。

（⇒）AP-04「オートフィル」

⑦以上で、平均値の算出は完了です。なお、必要に応じて小数点以下の表示桁数を調整

しておくとよいでしょう。小数点以下の表示桁数は、「セルの書式設定」で変更する

ことが可能です。

Excel で最大値、最小値を求める（MAX、MIN）

[オートSUM]には、最大値を求める関数「MAX」や最小値を求める関数「MIN」も

用意されています。続いては、これらを利用して最大値や最小値を求める方法を解説し

ます。

1.1.3

（⇒）AP-05「表示形式の変更」

オートフィルを利用してコピー

書式の
引き継ぎを選択

クリック

必要に応じて
小数点以下の桁数を変更
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◆最大値を求める関数「MAX」の書式

◆最小値を求める関数「MIN」の書式

① 最大値を求めるセルにカーソルを移動します。続いて、[数式]タブにある[オート

SUM]の▼をクリックし、[最大値]を選択します。

=MIN(セル範囲)

=MAX(セル範囲)

② 最大値を求める関数「MAX」が入力され、最大値を求めるセル範囲が点線で示され

ます。ただし、今回の例はセル範囲が正しくありません（平均値が含まれている）。

③このような場合は、参照するセル範囲をドラッグして指定しなおします（またはカッコ

内の引数を入力しなおします）。続いて、[Enter]キーを押すと…、
（⇒）AP-03「セル範囲の指定」

（⇒）AP-02「関数の利用」

カーソルを移動

[数式]タブを選択

クリック
これを選択

ドラッグで
セル範囲を変更

セル範囲を変更してから
[Enter]キーを押す
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④そのセル範囲内にある最大値が表示されます。この関数もオートフィルによりコピーす

ることが可能です。

⑤同様に、最小値を求める場合は[オートSUM]の▼をクリックし、[最小値]を選択しま

す。これで最小値を求める関数「MIN」を入力できます（以降の操作手順は、最大値

の場合と同じです）。

（⇒）AP-04「オートフィル」

⑥以上で、最大値と最小値を求めることができました。なお、今回は表が見やすくなる

ように、小数点以下の表示桁数を1桁に統一し、太字を指定しました。
（⇒）AP-05「表示形式の変更」

オートフィルを利用してコピー

クリック
これを選択

カーソルを移動

小数点以下の表示を1 桁に変更し、
太字を指定

1.2 度数分布グラフ（ヒストグラム）の作成

平均値や最大値、最小値は、データの全体像を知る重要な指標となります。しかし、

これだけでは不十分な場合もあります。たとえば、次ページの例において「3年1組」と

「3年2組」の平均値や最大値、最小値は似たような数値になりますが、データの“ばら

つき”には差があるようです。


